
｢一""質量欠損分がエネル
ギーになると考える｡
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運動量保存とエネルギーの式を連立して解く、
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運動量の保存より
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1 五 続き
"質量欠損分のエネルギーが火然料となって加速しているイメージ
で

前 + 加速 = 後
0 十 4 . 8 = K t t k o ・・・ ①

ここでKtと K o は

k t= 土・3m.ひも
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なのでKoに代入して
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よってKtとKoの比は

ど」出で
二手 （⇒ 4：3）

⇒ Ka=¾Kt といえる
① 式 に 代 入 し て

4 . 8 = k t t¾ k t
k t = サ・4.8

= 2.74・・・ ※付属の解説と計算手順が
= 2 . 7 [ M e い
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ちがってしまいました。
やりやすい方法で計算しましょう。


